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池田湖における水中照度の消滅係数（続）

藤田親男＊・斉藤欽也＊

ExtinctionCoefficientofLightinｔｈｅＬａｋｅｌｋｅｄａ

（Tobecoupledwiththeformerreport）

ＴｉｋａｏＨｕＪｒｌ･ＡａｎｄＫｉｎｙａＳＡ１Ｔｏ

Ａｂｓｔｍｃｔ

Theintensityoftheunderwaterlightwasmeasuredbymeansofphotovoltaiccell

everymonthfromAugustｌ９６５ｔｏＪｕｎｅｌ９６７；withthefollowingresultsobtained、

１）Seasonalvariationoftheextinctioncoefficientwasobservedtobealmost

similartotheformerreport、

２）TheextinctioncoefficientoftheupperlayerduringtheperiodfromMaｙｔｏ

Ｊｕｌｙｉｓｌａｒｇｅｒｔｈａｎｔｈａｔｏｆｔｈｅｌｏwerlayer・Ｔｈｉｓｉｓｓｕｐｐｏｓｅｄｔｏｂｅｄｕｅｔｏｔｈｅｉｎｆｌow

ofthemud-wateroccasionedbytherain-fall・Theextinctioncoefficientofthe

lowerlayerduringtheperiodfromAugusttoSeptemberislargerthanthatofthe

upperlayer・Ｔｈｉｓｉｓｓｕｐｐｏｓｅｄｔｏｂｅｄｕｅｔｏｔｈｅｃｉｒｃulationofthelake-watercaused

bythewater-temperature-difference・

ろ）TheenlargementoftheextinctioncoefficientobservablefromAutumnｔｏ

ｗｉｎｔｅｒｗａｓｃｏｎｆｉｒｍｅｄｔｏｂｅｃａｕｓｅｄｂｙｔｈｅｅｆｆｅｃｔｏｆｔｈｅｓｔａｒｃｈ－ｄｒｅｇｓ．

緒 臣

池田湖における水中での光の減衰を究明するために水中照度を測定し，消滅係数の季節的

変化を求めてその結果を前報（1957）’）で報告した．

その後もさらに測定を継続し，その季節的変化の原因を見い出すために，水温・雨量および

水位等をも併せて調査し，また比較のために鰻池および鏡池の消滅係数をも求めた．今回は

これらについて報告する．

*鹿児島大学水産学部漁業物理学研究室（LaboratoryofPhysicalFishing，Facultyof

Fisheries，KagoshimaUniversity）
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実験方法と測定結果

水中照度の測定は前報に引き続いて1967年６月より1968年１月まで行ったもので，測定点

は前報と同一個所（Fig.１）を選兆水中照度計も前回と同一のものを使用した。測定時は

いずれの場合も太陽の高度が消滅係数に及ぼす影響が最も少ないと考えられる正午近くの時

期を選んだが，これは前報と略同時期である．また測定水深の深浅に伴って生ずる測定誤差

を出来るだけ少くするために，０畑から27?72,まで，３７?z毎に測定し，受光器は上げおよび下

げの両方の方法を採用し,消滅係数の値は両者の測定値の平均値を用いることとした.1967年

９月以降のStationの欄中（Tableｌ）のＡ，Ｂは水中懸濁物からの反射光の割合の多少

を知るために，Fig.２の(A)，（B)に示すように照度計の受光面を湖底に向けて測定するＢ照度

を測定し，これと同時に受光面を上向きにして測定するＡ照度との比，即ちＢ/Ａを求めた．

次に池田湖の消滅係数をその他の湖潅等と比較するために，鰻池，鏡池（Fig.１），その

他の湖泥，河川，溜池においても水中照度の測定（いずれも最深部において測定した）を行

ったが，今回は鰻池，鏡池の場合について検討することとし，他は省略した．なお測定結果

は池田湖の場合をTab'ｅｌ，鰻池の場合をTable２，鏡池の場合をＴａｂｌｅ３に示した．
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考察と結論

1967年６月より1968年１月にかけて測定した池田湖の水中照度の消滅係数をみると（Fig.

５），そのピークは６～７月と12～１月にあり，特に12～１月の値が大きい．また10～４月
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Ｂ＝2.407
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Ｆｉｇ．4.Seasonalvariationofdistributionofwatertemperature．（Lake-Ikeda）

１９６７

Jan・Feb・ＭａｎＡｐＥＭａｖＪｕｎ・Jul．Aug・Sep・Oct・Nov・Dec．

升

の期間がほとんど上層・下層の区別がないが，５～９月においては’上層・下層の区別が

はっきりしており，５～７月では上層の消滅係数が大きく，８～９月では下層の消滅係数が

大きくなっている．

消滅係数の年変化を生ずる原因として，（a)湖水の循還，（b)濁水の混入，（c)澱粉汚水の流入

等があげられる．

（a）湖水の循還：池田湖における０ｍから100畑までの水温の季節的変化（Fig.４）は，

夏期の場合，１５畑前後の深さに躍層が著しく発達しており，冬期には表層から下層までにほ

とんど水温が変らず，躍層があっても明確でない．これらの躍層と消滅係数の年変化する深

さとの関係（Fig.５）をみると，躍層が発達している夏期においては，消滅係数がその躍層

より若干浅い所から変化しており，冬期には，躍層が認められないか，或いは不明確であ

り，消滅係数は表層から変化しない．これらの結果から，夏期は躍層を境にして，夫々上

Watertemperature（｡Ｃ）→

１ ０２０３０
０

*Fig.３で区別した深さから消滅係数が変化した場合，それより浅い部分を上層,深い部分を下層とする．
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１１０．２０．３０．４（」

層，下層の水塊が別々に構成され，循還が行なわれておらず，冬期には循還が行なわれてい

るので水温が表層から下層まで変化せず，消滅係数も一定である．この冬期における湖水の

循還により底層から粒子の大きい水中懸濁物が運ばれ，湖水が汚濁されるものと考えられ

る．このことは冬期になるに従って前述のがＢ/Ａ大きくなっている事（Fig.６）からも裏

付出来よう．
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（b）濁水の混入：池田湖地方における降水量および水位を調査してみると，’68年１月迄

では，６月初旬から中旬まで降雨量が非常に多く（Fig.７），水位が高くなり（Fig.７），

消滅係数もその時期に最も高くなっている．しかも上層の消柵滅係数が下層のそれより大とな

っているが，これは沿岸からの泥水の混入のためと考えられる．

（c）澱粉汚水の流入：前報において，澱粉工場の操業時期（10～２月）と池田湖の冬期の

汚濁が一致するところから，その影響を考えたが，それを確めるために，澱粉工場がその周

囲にない鰻池，鏡池における水中照度の消滅係数を測定した結果，冬期における消滅係数が

大きくなる現象は認められなかった．この事から池田湖では澱粉汚水の流入によって消滅係

数が大きくなる事，即ち冬期の汚濁が大きくなる事を確認した．

終りに，水中照度測定にあたり，実施に御援助を賜わった村山三郎教授および指宿市役所

池田支所の前川一雄氏に深謝する．なお，本研究は低生産性湖渦の開発に関する総合的研究

の一部となすもので1963～1965年度の文部省総合研究費から経費の一部の支出を得た．記し

て謝意を表する．
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